
地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン！！」

[Vol.15] 
2020.3 "March" 

地域防災に女性の力がさらにプラス

女性団員、ますます酒躍中！！

今回は新人団員を紹介します！

我ら、謂陪団員

宮崎県防災・危機管理情報のホームページ
https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kiki-kikikanri/ 
kurashi/bosai/bosai_kikikanrijoho.html 

総務省消防庁のホームページ
https://www.fdma.go.jp/ 
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傷病者搬送をする防災救急航空隊員と消防団員

とても勉強になりました。

これからも都井の

安全を守ります！

和
元
年

11
月
17
日
（
日
）
、
串
間

令

市
都
井
地
区
の
立
宇
津
緑
地
公
園

で
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た

訓
練
（
串
間
市
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
『
11
月
14
日
（
木
）
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
が
発
生
し
、
震
度

6
強
の
地
震

と
大
津
波
警
報
が
都
井
地
区
に
発
令
さ
れ

た
。
道
路
は
、
土
砂
崩
れ
で
通
行
止
め
と

な
り
、
復
旧
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、

都
井
地
区
は
完
全
に
孤
立
状
態
。
地
震
発

生
か
ら

3
日
経
過
後
に
、
関
係
機
関
が
同

公
園
に
現
地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

住
民
の
避
難
お
よ
び
、
救
出
・
救
助
を
開

始
す
る
」
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
串
間
市
消
防
団
都
井

分
団
の
団
員
ら
は
、
専
門
機
関
の
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
物
資
の
受
取
リ
や
傷
病
者
の

搬
送
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

関
係
機
関
の
連
携
を
ひ
と
目
見
よ
う

と
、
会
場
に
は
多
く
の
住
民
が
集
ま
り
、

防
災
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

串
間
市
総
合
防
災
訓
練

防
災
ヘ
リ
・
自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
・
消
防
団
が
運
携
強
化

串間市消防団

都井分団第3部

藤原貞幸さん（左）

中原健一さん（右）

串間市消防団都井分団 孤立住民を海上輸送する様子（巡視艇さつき）
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訓練の様子を動画でどうぞ→

麗I
避難者輸送

同市宮之浦地区から、住

民を陸路で現地対策本部

へ輸送。会場近くの立宇

津漁港では、海上保安庁

の巡視船により、孤立化

した都井地区の住民を輸

送。

防災救急ヘリ「あおぞら」との連携訓練

孤立集落から「あおぞら」を使い住民を輸送。また、対策本部からの要請で、

支援物資を投下。消防団員が物資を受け取り、対策本部に運搬。

道路啓開訓練

土砂崩れにより被災した車

両が発見されたため、陸上

自衛隊ががれきを撤去。消

防隊が車両から負傷者を救

出し、救急車で搬送。

こ

倒壊家屋行方不明者

捜索・救出訓練

家屋が倒壊した現場で、陸

上自衛隊員が行方不明者を

捜索。家屋から救出を行い、

消防団員が担架を使って現

場から搬送。

炊き出し

当日は、航空自衛隊と陸上

自衛隊、日本赤十字社宮崎

県支部串間市地区の方々が

協力し、自衛隊の炊事車を

使って炊き出し。

会場には関係機関と地域住民が足を運んだ

県防災ヘリ「あおぞら」による上空からの情報収集

ヘリで輸送された物資を受け取る

消防団員
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小林市女性消防団が

全国女性消防操法大会に出場！

和
元
年
11
月
13
日
に
横
浜
市
で
行
わ
れ

ロ

た
『
第
24
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
』

に
、
小
林
市
女
性
消
防
団
が
宮
崎
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
約

1
年
前
か
ら
訓
練
を
里
ね
て
き
た
だ
け
あ
っ

て
、
大
会
で
は
、
団
員
同
士
の
連
携
も
素
晴

ら
し
く
、
大
き
な
ミ
ス
も
な
く
訓
練
の
成
果

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、

8
名
の
団
員
が
所
属
す
る
小
林
市

女
性
消
防
団
は
、
保
育
園
な
ど
で
火
災
予
防

啓
発
の
紙
芝
居
や
寸
劇
を
行
う
ほ
か
、
操
法

大
会
・
式
典
の
運
営
補
助
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

小林市消防団女性部

部長

坂之下由紀子さん

今回の出場にあたって、たくさんの方にサポートして

いただいたおかげで、全国という大舞台で自分たちの

操法を披露することができました。私たちは普段から

部内の「和」を大事に活動をしていますが、今回の大

会やそれまでの訓練を通して、団員同土の絆が深まつ

たと感じています。今後は、活動の幅を増やしていく

ためにも、まずは女性部の認知度を上げて、団員を増

やす取組をしていきたいと思います。

害
に
備
え
て
地
域
同
士
の
結
束
力
を
高

四

め
よ
う
と
高
鍋
．
誓
・
木
城
・
川
南
・

都
農
の
東
児
湯
地
区
5
町
の
消
防
団
員
で
構

成
す
る
県
消
防
協
会
東
児
湯
支
部
に
、
女
性

消
防
団
員
連
携
会
議
が
発
足
し
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
町
の
枠
組
み
を
越
え
た
活

動
や
研
修
を
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

女
性
な
ら
で
は
の
目
線
を
生
か
し
た
対
応
や

取
組
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
ま
す
。

同
5
町
の
女
性
消
防
団
員
は
、
高
鍋
町
5
人、

新
富
町
5
人
、
木
城
町
4
人
、
川
南
町
8
人、

都
農
町
8
人
の
計
30
人
で
、
年
に
1
、
2
回、

研
修
や
会
合
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
同
日
は
「
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド
研
修
」
と
し
て
、
専
門
の
講
師

を
招
い
て
、
応
急
救
護
の
講
習
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

木城町消防団女性部

長濱優さん

東児湯地区で女性消防団員運携会議が発足

今までの木城町女性消団員数では、訓練や活動内容も限

られていましたが、今回の『女性消防団連携会議」の発足

により、セーフティ•ファーストエイド研修を実施するこ

とができました。「連携」することで、顔の見える関係、

町をまたいだ横のつながりが強化でき、広域的に活動で

きると思います。また、情報交換や研修を通して各町・支

部のスキルアップにもつなげていけると期待しています。

今後は東児湯支部で連携し活動していきたいです。
セーフティ・ファーストエイド研修の様子
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第6回宮崎県女性消防団員活性化

日向大会が行われました！

和
2
年

1
月
25
日
、
日
向
市
中
央
公
民

ロ

館
で
第
6
回
宮
崎
県
女
性
消
防
団
員
活

性
化
日
向
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
女
性
消
防
団
員
が
一
堂
に
会
し
、

日
頃
の
活
動
や
そ
の
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
意
見
交
換
会
や
交
流
を
通
じ
て

連
携
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
本
県
女
性
消

防
団
員
の
活
動
を
よ
り
一
層
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
大
会
で
は
、
県
中
代
表
を

木
城
町
、
県
南
代
表
を
え
び
の
市
、
県
北
代

表
を
日
向
市
消
防
団
が
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
大
会
終
了
後
は

情
報
交
流
会
が
開
か
れ
、
女
性
団
員
た
ち
は
、

普
段
な
か
な
か
接
す
る
機
会
の
な
い
各
地
の

団
員
た
ち
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

冒//9'‘’‘',．ヽ鱈璽9.‘’‘‘’/9•• 
五

品‘ぶな，8働

児渇5町
這町： 4

斤菖町 5 

嘉鋳町・ 5

Ill雨町 8 

都農町： 8

木城町女性消防団

『東児湯女性消防団員連携会議について』

えびの市女性消防団

『レッドホークの女性隊員の活動』

日向市女性消防団

『年間を通しての活動状況』
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口
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ニ
ュ
—
ス
番
組
な
ど
に
加
え
、
ラ

ジ
オ
番
組
で
も
活
踵
し
て
い
ま
す

お世話になっている地域に恩返ししていきたい

R
T
の
天
気
予
報
で
お
な
じ

み
の
野
田
さ
ん
は
、
宮
崎
市

M
 

で
毎
年
夏
に
行
わ
れ
て
い
る
「
大

淀
河
畔
た
ま
ゆ
ら
祭
り
」
の
実
行

委
員
も
務
め
て
お
り
、
消
防
団
員

で
も
あ
る
ほ
か
の
実
行
委
員
メ
ン

バ
ー
に
誘
わ
れ
入
団
し
ま
し
た
。

「
気
象
予
報
士
と
い
う
仕
事
柄
、

い
ざ
と
い
う
と
き
ほ
ど
本
業
を
優

先
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
入
団

を
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
で
き
る

範
囲
で
活
動
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

私
も
防
災
に
関
わ
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
が
、
消
防
団
は
、
地
域

の
防
災
に
直
接
携
わ
れ
る
こ
と
が

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

答
え
る
野
田
さ
ん
。
昨
年
の
春
に

入
団
し
、
夏
の
操
法
大
会
で
の
他

分
団
の
応
援
や
合
同
訓
練
、
出
初

式
、
夜
警
活
動
な

ど
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
「
新
入
団

員
訓
練
を
ま
だ
受

け
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
規
律
の
動

作
が
求
め
ら
れ
る

場
面
で
は
、
前
の

人
の
動
き
だ
け
が

頼

り

で

し

た

（笑）」。

宮
崎
市
消
防
団

中
央
分
団
第
1
部

野
田
俊
一
郎
さ
ん

20
名
ほ
ど
の
団
員
が
在
籍
す
る

中
央
分
団
第
1
部
は
、

2
0
¥
6
0
代

の
幅
広
い
年
齢
で
構
成
さ
れ
て
い

て
、
部
内
の
雰
囲
気
も
良
い
と
野

田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
「
宮
崎
に
来

て
18
年
日
に
な
る
ん
で
す
け
ど
、

地
域
の
歴
史
や
地
元
の
方
だ
か
ら

こ
そ
知
る
情
報
を
教
え
て
も
ら
え

る
こ
と
は
楽
し
み
の
―
つ
で
す
」
。

ま
ず
は
規
律
を
マ
ス
タ
ー
す
る

こ
と
が
当
面
の
目
標
だ
と
話
す
野

田
さ
ん
。
「
部
内
で
気
象
に
関
す
る

講
習
を
行
っ
た
り
、
緊
急
時
は
情

報
を
共
有
す
る
な
ど
気
象
予
報
士

の
ス
キ
ル
を
う
ま
く
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
あ
と
、
消
防
団

の
活
動
を
通
し
て
、
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
地
域
に
恩
返
し
が
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
。

＂泊¢和

一
昨
年
、
学
生
消
防
隊
で
参
加
し

た
宮
崎
地
区
屋
内
操
法
大
会
で
は

優
勝
を
果
た
し
た

女性部に加入したことで自信にもつながった

宮
崎
大
学
4
年
生
の
日

IJ高
さ
象
宮
崎
市
消
防
団
女

性
分
団
に
加
入
し
た
の
は
、

3
年

前
の
こ
と
。
同
大
の
サ
ー
ク
ル
で

あ
る
『
学
生
消
防
隊
』
と
し
て
も

活
動
す
る
中
で
、
同
分
団
に
つ
い

て
知
っ
た
こ
と
が
入
団
の
き
っ
か

け
で
す
。
「
消
防
団
と
い
う
と
、
男

性
が
や
る
こ
と
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
女
性
の
活
動
に

興
味
が
湧
い
て
、
入
団
を
決
め
ま

し
た
」
。
学
生
消
防
隊
で
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
は
、
「
オ
レ
ン
ジ
フ
ラ
ッ
グ
」

の
普
及
活
動
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
フ

ラ
ッ
グ
と
は
、
津
波
が
予
想
さ
れ

る
地
震
が
起
き
た
際
に
、
海
岸
に

い
る
人
に
向
け
て
地
震
の
発
生
と

避
難
を
促
す
た
め
の
目
印
と
な
る

オ
レ
ン
ジ
色
の
大

き
な
旗
の
こ
と
で
、

宮
崎
市
内
で
は
青

島
に
あ
る
「
渚
の

交
番
」
な
ど
で
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、

屋
内
消
火
栓
操
法

大
会
や
宮
崎
市
主

催
の
避
難
訓
練
に

も
参
加
し
て
い
ま

宮
崎
市
消
防
団

女
性
分
団
第

6
部

日
高
美
月
さ
ん

す。
一
方
、
女
性
分
団
で
は
、
応
急

手
当
普
及
員
と
し
て
、
公
民
館
や

学
校
で
、

A
E
D
の
使
い
方
や
胸
骨

圧
迫
を
教
え
た
り
す
る
ほ
か
、
式

典
の
運
営
補
助
や
訓
練
時
は
、
炊

き
出
し
に
加
え
て
、
規
律
訓
練
も

行
っ
て
い
ま
す
。
「
サ
ー
ク
ル
と

違
っ
て
、
女
性
分
団
は
年
齢
層
が

広
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教

え
て
も
ら
え
て
楽
し
い
で
す
ね
。

応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
れ

た
こ
と
で
自
信
も
つ
き
ま
し
た
」
。

学
生
最
後
の
年
を
迎
え
た
日
高

さ
ん
に
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
く

と
、
「
学
生
消
防
隊
、
女
性
分
団
と

も
に
、

S
N
S
を
利
用
し
な
が
ら
活

動
を
発
信
し
て
、
知
名
度
を
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
。
あ
と
、
目
の

前
で
人
が
倒
れ
た
り
し
た
と
き
は
、

率
先
し
て
救
護
に
あ
た
り
ま
す
」

と
意
気
込
み
も
十
分
で
す
。
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高原町で緊急消防握助隊九州プロック合同訓練が開催

―-

あおぞらの誘導訓練を行った都城市消防団

中継役を担った高原町消防団

令
和
元
年
11
月
9
日・

10
日
の

2
日
間
、
「
県

南
部
山
沿
い
を
震
源
と
す
る
地
雲
が
発
生
し
、

高
原
町
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
」

と
の
想
定
で
高
原
町
総
合
運
動
公
園
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
訓
練
に
は
、
宮
崎
県
を
含
め
、
九
州
・
沖

縄
各
地
か
ら

1
0
4
の
消
防
本
部
と
、
自
衛
隊
、

警
察
、

D
M
A
T
を
は
じ
め
と
す
る

18
団
体
に

加
ス
、
高
原
町
・
小
林
市
・
え
び
の
市
都
城
市
・

―
-
＿
股
町
か
ら

8
団
の
消
防
団
が
参
加
。
訓
練
の

メ
イ
ン
と
な
る
消
防
機
関
や
自
衛
隊
、

D
M
A

T
が
活
動
す
る
中
、
消
防
団
員
は
、
高
原
町
消

防
団
が
中
継
消
火
活
動
の
中
継
役
、
都
城
市
消

防
団
が
防
災
ヘ
リ
の
誘
導
な
ど
、
他
機
関
と
の

連
携
強
化
に
向
け
た
訓
練
に
従
事
し
た
ほ
か
、

訓
練
の
運
営
補
助
に
も
活
躍
し
ま
し
た
。

1,686人の関係者が一堂に会した

「みやざき消防団の日」特別表彰

宮崎市消防団 都城農業協同組合

［選定理由］ 南海トラフ地震などの大規模災害に

備えるため、平成31年4月1日から、基本団員

だけでは対応できない災害時に限定して出動す

る「大規模災害団員制度」を県内で最初に導入。

九州内では3か所目で、今後の地域防災力の向

上と、消防団員の増加が期待されることが評価

された。

［選定理由］ 消防団員の就業時間中の緊急出動が

あった場合、特別休暇扱いとして出動への理解

を示していることが大きく評価された。県内の

消防団協力事業所の中でも、勤務する消防団員

一人あたりの「勤務中における消防団活動実績」

における活動時間は群を抜いている。（写真左が

同組合代表理事組合長久保順一さん）

令
和

2
年
3
月
14
日
の
「
み
や
ざ
き
消
防
団
の
日
」

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
、
優
れ
た
取
組
や
地
域
へ
の
貢

献
な
ど
を
称
え
る
県
知
事
消
防
功
労
表
彰
に
、
優
良
消

防
団
と
し
て
宮
崎
市
消
防
団
、
消
防
団
協
力
優
良
事
業

所
に
都
城
農
業
協
同
組
合
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
図
案
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
日

南
市
鵜
戸
小
中
学
校
9
年
の
根
木
天
佑
さ
ん
に
、
防
火

防
災
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
日
向
市
立
平

岩
小
中
学
校
7
年
の
児
玉
達
紀
さ
ん
が
、
県
消
防
協
会

長
か
ら
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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消防団だより「DAN!！」は紙だけではない！
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電子プックはもちろん。さらに読みやすくバワーアップ！！
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現場さながらの訓練で実践カアップ！！ 潜入！！消防署 ・消防

団の合同訓鰊

過去のアーカイプも

WEB記事として闘覧可能です
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女性の団員も増えています！
一人暮らしの高齢者宅を訪

問しての防火点検や子ども

を対象にした防災教室のほ

か、人工呼吸や応急手当の

普及指導など、細やかな視

点を活かしての防災啓発な

どを行っています。

この5年閻で

詞 (o

（
平
成

31年
4
月
1
日
親
在
）

呻

ge亭
n
u
 
吾

讀閏団酒朧には

女霰のチカラが欠かせません！

地域の安全のために『一致団結 l』

E3AN!！ 宮崎県消防団だより「ダン！！」
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